





























































最下位である。日本経済新聞も平成 23 年 12 月の紙面で報じている。 
 
私の外国語習得理論は以前述べたので，ここでは一言だけにしたい。“A 




内容量は日本の教科書の約 50 倍である。 
しかし，日本の大学生の現状を見ていると「何を教えるか」よりも「自分
から学習する意欲を育てる」ことが急務であろう。授業時間は非常に少ない
から，自分で積極的に大量学習をしてもらうしかない。そこから，「何」を
「どのように」勉強するかがはじめて出てくる。 
 
このままでは，日本の英語能力はアジア最低から世界最低になってしまう
かもしれない。貧富と英語学習能力はほとんど関係ない。私が教えてきたカ
ンボジアの小中高生の家庭（貧しい農漁民）は年収 10 万円がやっとで食うや
食わずの毎日である。ところが，生徒たちの知的好奇心や学習意欲はそんな
家庭背景をまったく忘れさせるほど旺盛で，元気でにぎやかである。周りが
みんな貧しいから，生徒は貧しさをほとんど意識してない。ハングリー精神
ではなく，純粋な好奇心や学習意欲が原動力になっている。教室でも図書室
でも，勉強に関係ない無駄話は一切しないし，勉強と関係ない行動も全く見
られない。もちろん私語など皆無である。しかも，先生の指導があるわけで
はない。日本の学生を 180 度ひっくり返したような感じである。手を挙げる
←→挙げない，質問する←→しない，発言する←→しない。カンボジアの生
徒と日本の学生を取り換えたいくらいである。 
 
4 
語学教師として絶対不可欠なのは，いま世界はどうなっているかという知
識や関心であろう。最近は「グローバル化」という語彙がほぼ無批判に使わ
れているが，果てしなくますます膨らむ人間の欲望を満たす仕組み，すなわ
ち，「市場競争経済原理」というパラダイムが中国・インド等までに広がり
続けている現在，それに伴い，資源やエネルギーの残存量減少速度が急速に
増している今，200 年余にわたって続いてきたこのパラダイムは一体あと何
年続くのであろうか。また，これに代わる新たなパラダイムはうまく間に合
って生じてくるのであろうか？パラダイムの変換は円滑に行われるのであろ
うか，それとも人類が経験したことのない規模な惨禍を伴うのであろうか？ 
